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令和３年度堺市立図書館サービス評価 各図書館の取組み状況（案） 

 

○堺区 
 

定量的指標 令和 2年 12月末時点 令和 3年 12月末時点  前年度比 

貸出点数 447,115 点 532,260 点 119.0 ％ 

区民千人当たり 3,018 点 3,359 点 111.2 ％ 

予約点数 26,651 点 29,447 点 110.4 ％ 

区民千人当たり 180 点 198 点 110 ％ 

レファレンス受付件数 17,314 件 14,310 件 82.6 ％ 

区民千人当たり 117 件 96 件 82.0 ％ 

来館者数 224,446 人 280,141 人 124.8 ％ 

区民千人当たり 1,515 人 1,792 人 118.2 ％ 

※堺区人口 148,563 人（令和 3 年 4 月 1 日推計） 

※中央図書館、堺市駅前分館、図書館カウンター堺東（令和 3 年 4 月 2 日開設）を含む 

※図書館カウンター堺東は貸出者数を来館者数とみなす。 

 

令和２年度図書館サービス評価を踏まえての課題 

・図書館カウンター堺東の事業検証と利用促進。 

・図書館業務の専門的知識・技能の習得に加え、運営への主体的参画姿勢と推進能力を備えた職員の人材

育成。  

・電子書籍・デジタルアーカイブ・動画配信等の非来館型サービスを中心とした図書館サービスの情報発信と、

利用者の情報リテラシーの向上に対する取組み。 

・図書郵送サービスのモデル実施は 2年度末時点で利用者が 2人（３件）。今後広報やサービス内容の見直

しを実施し、利用増に向けて課題を整理する必要がある。 

 
 

今年度の目標 

・中央図書館として、以下の目標に取り組みます。 

１．図書館利用を促進するため、Twitterやホームページ等での情報発信を強化します。→【育む力】 

２．電子書籍・デジタルアーカイブ・動画配信等の非来館型サービスを中心とした図書館サービス利用促進に向

け、利用者の情報リテラシーの向上に取り組みます。【育む力・学ぶ力】 

３．電子書籍提供サービス（電子図書館）に、新たに堺市独自資料や市広報、各種計画といった行政資料をコ

ンテンツとして収集・公開する仕組みを構築します。→【創る力】 

 

・堺区の図書館として、以下の目標に取り組みます。 

１．市街地の新しいサービス拠点である図書館カウンター堺東の運営状況の検証や効果的な広報等を行いな

がら、利用促進をはかります。【育む力】 

２．青少年の図書館利用促進、読書振興のため、「ティーンズコーナー」を一般閲覧室に新設します。【学ぶ力】 
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【目標に向けた具体的取組み内容】 

〔中央図書館〕 

 

 

１． Twitterやホームページ等での情報発信強化 

サービスの具体的方向性 ①市民の読書環境の充実にさらに努めます。 

目的 堺市立図書館の利用促進をはかる。 

内容 

Twitterやホームページ等での図書館の開閉館情報、電子書籍・デジタルアーカイブ等図書館資

料の紹介、イベント情報等、情報発信を強化する。市広報課や各区役所と連携し、市や各区の情

報と図書館事業の情報を相互に発信する。 

効果 

Twitterやホームページなど即時性の高い広報媒体で情報発信を行うことで、図書館に興味を持

つ市民・利用者を増やし、利用促進につなげる。また、デジタルアーカイブや堺独自の電子書籍な

ど、堺の地域資料を広報することで、市民の堺に対する愛着や誇りを醸成するとともに、広く堺を知

ってもらうきっかけを提供する。 

指標 
Twitter投稿件数、Twitter フォロワー数、HP トップページアクセス数を成果指標とし、前年度比に

より効果測定を行う。 

実施結果 Twitter投稿件数 367件、フォロワー数 979人、HP トップページアクセス数 1,946,469アクセス 

効果検証

※それぞ

れの項目

を◎〇△

×の４段

階で評価 

①妥当性 ◎ 即時性の高い広報媒体で情報発信は必須である。 

②インパクト ◎ 図書館 HP トップページに Twitterを表示するようにした（R4年１月～）。 

③効率性 〇 
市各部局の公式 Twitter で関連するツイートをリツイートするなどして図

書館のフォロワー以外へのアピールを行った。 

④協働の視点 ―  

評価 

Twitter投稿件数：令和 3年 4～12月 367件←前年 4～12月 323件（前年比 113.6％） 

フォロワー数令和 3年 12月末 979人←令和 2年 12月末 641件（前年比 152.7％） 

HP トップページアクセス数令和 3年 4～12月 1,946,469アクセス←前年 4～12月 1,837,412

アクセス（前年比 105.9％） 

Twitter ではイベントのお知らせだけでなく各館作成のブックリストの紹介を積極的に行った。臨時

休館中や館内整理日に各館で行った作業を紹介したツイートに対して反応が多く寄せられた。令

和 4年 1月図書館 CMS トップページに Twitter埋め込みや、スマホ/PCページをシームレス化

するなど見やすく使いやすいものになるよう広報課と調整しながらリニューアルを行った。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

デジタルアーカイブや堺独自の電子書籍など、堺の地域資料に関しては、あまり積極的

に広報することができなかった。来年度は Twitter や HP での地域資料の広報計画を立

て、定期的に広報することで市内外へ積極的な PRを行う。 

２．非来館型サービスを中心とした図書館サービスの利用促進 

サービスの具体的方向性 
⑥青少年、高齢者、障害者、外国人など、いつでも・だれでも・どこからでも学べ

る環境を充実します。 
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目的 
利用者の情報リテラシー向上をはかることで、非来館サービスを中心とした図書館サービスを利用

促進するとともに、情報を活用した豊かな市民生活につなげる。 

内容 

電子書籍や、図書館ホームページの便利機能、E-レファレンス等の使い方講座を実施する。 

来館者に向けての広報とともに、Twitter等でも、電子書籍やデジタルアーカイブなどの資料紹

介、その他図書館サービスに関わる便利な情報を計画的に広報する。 

効果 

電子図書館・デジタルアーカイブの利用促進。 

非来館型サービスを促進することで、いつでも・どこからでも利用者が自分自身で情報を取得が可

能になり、読書環境が充実するなど、情報を活用した豊かな市民生活につながる。 

指標 
電子書籍閲覧回数、デジタルアーカイブ閲覧回数を成果指標とし、前年度比により効果測定を行

う。 

実施結果 電子書籍閲覧回数 44,307回、デジタルアーカイブ閲覧回数 30,660回 

効果検証 

①妥当性 ◎ 従来以上にコロナ禍での非来館型サービスが求められている。 

②インパクト △ 
緊急事態宣言発出中の電子図書館臨時利用者 ID発行など、昨年度

同様のサービスに甘んじ、新規サービスの展開には至らなかった。 

③効率性 〇 
図書館の便利機能について、Twitter・来館者向けしおり・館報「ゆづり

は」など、様々な媒体での広報を行った。 

④協働の視点 ―  

評価 

電子書籍閲覧回数令和 3年 4～12月 44,307回←前年 4～12月 60,504回（前年比

73.2％） 

デジタルアーカイブ閲覧回数令和 3年 4～12月 30,660回←前年 4～12月 42,306回（前年

比 72.4％） 

資格取得や生活に役立つ電子資料に重点を置いて収集にあたり、緊急事態宣言発出中は 104

件の臨時利用者 IDの発行を行い、積極的に Twitterで電子書籍の紹介を行った。臨時休館中

の閲覧数 14,178回・貸出数は 5,767点で、令和元年度同時期と比較すると 272％に伸びた。 

デジタルアーカイブについては、昨年度の臨時休館時に「デジタル郷土資料展 昔の堺に思いを

馳せる」を公開し閲覧数が急増したが、今年度は令和元年度同時期と比較すると 90％である。 

12月に堺っ子読書フォーラムを動画配信で行い、81名が申込み、4本の動画が累計 258回視

聴された。サービスに関わる便利な情報については、紙媒体での広報につとめたが、人を集めての

利用講座の実施には至らなかった。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

電子書籍利用促進の最大の課題はコンテンツの充実と考える。また読み上げや文字拡

大機能などの使い方について、対面での利用講座だけでなく、動画の作成・公開など非

来館型による非来館型サービスの利用促進をはかっていく必要がある。 

具体的取組み１でも課題としたように、来年度は Twitter や HP での地域資料の広報計

画を立て、定期的に広報することで市内外へ積極的な PR を行い、デジタルアーカイブ

の利用促進をはかっていく。 

３．電子図書館での行政資料をコンテンツとして収集・公開する仕組みの構築 

サービスの具体的方向性 ⑦堺の歴史文化を保存し、次代に継承して活かします。 
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〔堺区〕 

目的 
堺市独自の電子図書館資料として行政資料を収集・公開する仕組みを構築し、堺の情報の発信

と継承に貢献する。 

内容 
行政部門の各部署が作成した計画・要覧等の行政資料を堺市独自の電子図書館資料として収

集し、公開する仕組みを構築する。 

効果 

毎年定期的に作成される行政資料を電子図書館で体系的・網羅的に収集・公開することで、紙

媒体の図書館資料と一括して検索できる仕組みが構築される。従来図書館で紙媒体でしか提供

していなかった行政資料がデジタルで公開されることで、市民に限らず国内外の人々が堺のことを

知り、学ぶことができるようになる。 

指標 
堺市独自資料の公開件数・閲覧数、地域資料の E レファレンス件数を成果指標とし、前年度比

により効果測定を行う。 

実施結果 
堺市独自資料の新規公開件数１点（『令和３年度堺市立図書館概要』電子書籍）・閲覧数 7,317

回、地域資料の E レファレンス件数 22件 

効果検証 

①妥当性 ◎ 
紙媒体の行政資料の発行が激減しており、地域資料保存の観点から、

図書館による電子書籍化の需要がますます高まる 

②インパクト △ 
行政資料の電子書籍化が図書館概要１点に留まり、推進することができ

なかった 

③効率性 〇 PDFデータを電子書籍として登録する仕組みを構築できた 

④協働の視点 ―  

評価 

堺市独自資料の新規公開件数 3点（令和４年３月末までにデジタルアーカイブ 333点・電子書

籍 7点追加公開予定）←前年度 212点（デジタルアーカイブ 205点・電子書籍 7点） 

堺市独自資料の閲覧数令和 3年 4～12月 7,317回←前年 4～12月 8,087点（前年比

109％） 

地域資料の E レファレンス件数令和 3年 4～12月 22件←前年 4～12月 30件（前年比

73.3％） 

PＤＦデータ等から電子書籍化する仕組みを構築し、広報さかい全市版（広報課）・令和 3年度区

政概要（市民人権総務課）・令和 3年度堺市立図書館概要の 3点を公開した。 

地域資料の E レファレンスについては、昨年度は臨時休館中に依頼が急増したが令和元年度同

時期は 5件だったことから、今年度はある程度定着していることがうかがえる。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 
電子書籍化する仕組みは構築できたので、行政各部署からの積極的な資料収集につ

とめるとともに、資料紹介・E レファレンス等広報を含めて利用促進をはかっていく。 

１．図書館カウンター堺東の利用促進 

サービスの具体的方向性 ①市民の読書環境の充実にさらに努めます。 

目的 市街地の新しいサービス拠点である図書館カウンター堺東の利用促進をはかる。 

内容 中心市街地である地域特性を利用した施設としての運営状況の検証や効果的な広報等を行う。 
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効果 

駅前の立地を活かし、開館時間は午前８時～午後９時、休館日は原則第１・第３木曜、年末年始

と、他の市立図書館より長い時間サービスを行うことで、近隣住民のみならず通勤通学者に対す

る利便性を高める。 

指標 年間利用者数・貸出点数を成果指標とし、他市同等施設等との比較により効果測定を行う。 

実施結果 利用者数 13,907人・貸出点数 33,135点（令和 3年 4月 2日～12月 31日） 

効果検証 

①妥当性 ◎ 
立地、開館日・時間等利便性の高い施設での予約資料の貸出に特化し

たサービスが求められている 

②インパクト 〇 
施設オープンに際しては、パスポートセンター等と合同で市広報やパンフ

レットなど大規模な広報を行った。 

③効率性 〇 
業務委託での運営を行うことで、他の市立図書館より長い時間サービス

を行うことができている。 

④協働の視点 ―  

評価 

図書館カウンター堺東：月平均貸出点数 3,681点 

札幌市大通カウンター：令和 2年度月平均貸出点数 16,899点 

浦安市新浦安駅前プラザ図書サービスコーナー：令和 2年度月平均貸出点数 13,784点 

オープン間もない 4月 25日から 6月 16日（6月 1日から 16日までは平日 9時から 17時ま

で予約資料貸出）緊急事態宣言発出により臨時休館した。2月 15日に市役所本庁ロビーに臨時

出張窓口を設置し、新規登録 16件を受け付け、図書館カウンター堺東の案内も行った。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

Twitter やホームページ等で定期的な広報、各区役所デジタルサイネージや移動図書

館車での広報だけでなく、地域の事業所等へ出向くなど、これまで図書館を利用したこ

とのない層への積極的なアピールが必要である。 

２．ティーンズコーナーの設置・運営 

サービスの具体的方向性 
⑥青少年、高齢者、障害者、外国人など、いつでも・だれでも・どこからでも学べ

る環境を充実します。 

目的 青少年の図書館利用促進、読書活動の活性化のため。 

内容 
中央図書館一般閲覧室に中高生を中心とする 10代向けの資料特設コーナーを設置する。勉

強・部活・進路・友人関係などに役立つ資料を提供する。 

効果 
自身の求める資料を探しづらい年代に向けたコーナーを設置することで、青少年の利用促進・読

書活動の活性化をはかる。 

指標 10～19歳の利用者数・貸出点数を成果指標とし、前年度比により効果測定を行う。 

実施結果 10～19歳の利用者数 1,857人・貸出点数 6,421点 

効果検証 

①妥当性 〇 公共図書館をあまり利用しない 10代の利用促進が求められている 

②インパクト △ 各区域館にすでにティーンズコーナーが整備されている 

③効率性 △ 地域の学校等を通じての広報ができなかった 

④協働の視点 ―  

評価 
10～19歳の利用者数令和 3年 4～12月 1,857人←前年度 9か月分 1,921人（前年比

96.7％） 
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取組みの様子 

１．図書館カウンター堺東の利用促進 

 

 

 

 

 

 

 

〈区役所デジタルサイネージ〉              〈市役所本庁舎ロビー 

                                     臨時出張窓口〉 

    〈移動図書館車くすのき号〉 

 

 

２．ティーンズコーナーの設置・運営 

 

 

 

 

〈中央図書館 

2 階一般 

閲覧室に設置〉       〈コーナー全体の様子〉  
 
 
 
 
 

令和３年度の取組み総括 

〔中央図書館〕 

１．4月 25日～6月 20日まで、緊急事態宣言発出により臨時休館し、6月 1日からは各館臨時窓口におい

て予約資料の貸出を行い、延べ 14,054人・45,077点の利用がありました。その際、昨年度は電話でのみ

受け付けた来館予約について、今年度は市電子申請システムでも受け付け、延べ 3,271人の利用がありま

した。 

10～19歳の貸出点数 4～12月 6,421点←前年度 9か月分 6,612点（前年比 97.1％） 

Twitterやホームページ、「ゆづりは」等でのコーナーの広報を行ったが、利用増にはつながらなか

った。毎年各館職員からのおすすめティーンズ向け図書の紹介冊子「おもしろ BOOKS探偵帖」を

発行し、今年度は 51冊を紹介した。青少年センター図書室に配架するティーンズ向け資料の支

援を行った。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 
地域の学校等を通じての広報、Twitter での資料紹介やショートムービーなど若い世代

合った方法での広報をしていく必要がある。 
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２．今後、電子書籍・デジタルアーカイブ・動画配信等の非来館型サービスを中心とした図書館サービスへの期

待・要望はますます高まると考えます。次年度は電子書籍・デジタルアーカイブ・動画配信・堺市独自資料収

集・公開等の非来館型サービスの拡充と計画に基づく定期的な広報、またターゲットを明確にして新たに効

果的な利用促進を行っていく必要があると考えます。 

３．図書館業務専門研修として、児童サービス業務研修（絵本の読み聞かせ・ストーリーテリング・ブックトーク・

選書と書評）を実施し、各図書館から新規採用から 2年目までの 8名が受講しました。2月には書誌作成業

務研修を予定しています。引き続き運営への主体的参画姿勢と推進能力を備えた職員の人材育成が課題

と考えます。 

４．図書郵送サービスモデル実施については今年度、4月 25日から 6月 16日まで臨時休館したことで 294

人 1,473冊の利用がありました。昨年度 3件だったことに対し、送料往復有料にもかかわらず特に予約資料

貸出の臨時窓口設置前の 5月に多くの利用がありました。モデル実施にあたり認識された、送料の事前通知

等様々な課題を本格実施に向けて解決する必要があると考えます。 

〔堺区〕 

１．図書館カウンター堺東の利用の傾向としては、登録者数の 1/4が在勤資格者であり、始業前・昼休み・退

勤時間・帰宅時間の利用率が他の図書館と比較して高い等、ビジネスパーソンの平日利用が想定されます。

利用促進に向けて、施設の立地・開館時間等の利便性について、これまで図書館を利用したことのない層へ

のさらに積極的なアピールが必要であると考えます。 

２．ティーンズコーナーについては、高校との連絡会が中止されるなど学校図書館担当の教員などへ直接 PR

できる機会を持てませんでした。子ども室の利用者を一般閲覧室につなぎ、また全く図書館を利用していない

青少年の来館のきっかけを作るなど、コーナーのターゲットをより明確にしたサービスを検討していきます。 

３．昨年度に比べレファレンス受付件数が伸び悩みました。Twitter等で定期的な E レファレンスの案内やレフ

ァレンス事例紹介を行うなど周知につとめます。 
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○中区 
 
 

定量的指標 令和 2年 12月末時点 令和 3年 12月末時点  前年度比 

貸出点数 230,071 点 254,061 点 110.4 ％ 

区民千人当たり 1,885 点 2,082 点 110.4 ％ 

予約点数 11,344 点 11,478 点 101.2 ％ 

区民千人当たり 93 点 95 点 102.2 ％ 

レファレンス受付件数 2,941 件 3,807 件 129.4 ％ 

区民千人当たり 24 件 32 件 133.3 ％ 

来館者数 107,078 人 135,550 人 126.6 ％ 

区民千人当たり 878 人 1,122 人 127.8 ％ 

※中区人口 120,816 人（令和 3 年 4 月 1 日推計） 

※中図書館、東百舌鳥分館を含む 

 

令和２年度図書館サービス評価を踏まえての課題 

・人口あたりの貸出やレファレンス件数がやや低いため、来館者数やレファレンス件数の増加に取り組むこと 

・ソフィア・堺内の施設や外部機関とより一層連携し、双方の活性化や課題の解決を支援すること 

・コロナ禍においても、おはなし会等の行事や館外取組みの開催方法を工夫し、柔軟に実施すること 

 
 

今年度の目標 

・新型コロナウイルスの感染状況に配慮しながら、図書館の利用が活発になるよう以下の取組みを実施します。 

1.市民に図書館の便利なサービスをアピールします。→【 育む力 】 

・検索・予約・延長等の ICTサービス活用のためのスマートフォン・パソコン等の活用啓発を行います。 

・レファレンス事例等の紹介により市民ニーズを引き出します。 

2.「ソフィア・堺」の施設と連携し、複合施設にある図書館としての強みを活かした取組みを実施します。 

・「平和と人権資料館」と協力し、『保護者向け講座 親子で学ぼう！戦争があったこと』を実施します。 

参加目標人数を親子１０組にします。→【 学ぶ力 】 

・「教育情報コーナー」がより活発に利用されるよう、教職員等に向けた情報提供を行います。 

→【 学ぶ力 】 

３．中区の地域と連携した事業を行います。 

・中区の史跡に関する『歴史文化市民講座』を開催し、地域の歴史文化の情報発信・継承に寄与します。→

【 創る力 】 

・中基幹型包括支援センターや中保健センターなどとの協力事業を継続して行います。→【 育む力 】 
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【目標に向けた具体的取組み内容】 

〔中図書館〕 

 

１．スマートフォン・パソコン等の活用啓発 

サービスの具体的方向性 ①市民の読書環境の充実にさらに努めます。 

目的 スマートフォン・パソコン等を使用した図書館サービスの利用促進をはかる。 

内容 

新規登録時及び更新時に ICTサービスの利用状況を尋ね、チラシを用いてその場で図書館ホー

ムページのパスワードの取得とマイライブラリー活用方法をレクチャーする。（期間を設けて実施し、

効果を検証する。） 

効果 スマートフォン・パソコン等を使用した図書館サービスの利用が促進される。 

指標 ログインパスワード取得者及び活用相談者数 

実施結果 12月から実施。12月の新規登録又は更新申請者のうちメールアドレス登録者 15人 

効果検証 

①妥当性 ◎ 
スマートフォン・パソコン等を使用して図書館サービスをより便利に活用し

ていただける。 

②インパクト 〇 

新規登録時や更新時に「マイライブラリーへの登録方法」をチラシに沿っ

て具体的に案内することで、サービスを知っていただくとともに登録に結び

付けることができた。 

③効率性 〇 
新規登録時の利用方法等の説明の機会に、チラシによってマイライブラ

リーへの登録の手順を簡潔に説明することができた。 

④協働の視点 ― 
 

 

評価 

12月は計 35人にチラシで説明。1月 13日現在、うち 15人がメールアドレス登録に至ってい

る。チラシを使うことで、登録手順の説明がしやすくなった。新規登録の方から「便利ですね」という

評価がある一方、更新の方の反応は弱かった。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

新規登録時は比較的じっくり説明できたが、その場で本パスワードやメールアドレスの設

定まで進むのはハードルが高かった。更新時は更新だけ早く済ませたいという様子が感

じられた。来年度は新規登録者を中心に取組みを継続する。 

１．レファレンス事例の紹介 

サービスの具体的方向性 ②くらしに身近なテーマを図書館で調べる・相談できるようにします。 

目的 
市民に、図書館員にどういったことが相談できるのかレファレンスサービスの有用性をアピールし、

図書館をより便利に活用していただく。 

内容 
職場研修でレファレンス事例の演習を行い、職員の技量を高める。 

典型的なレファレンス事例を紹介する利用者向けチラシを作成し、期間を定めて配布する。 

効果 市民により便利に図書館を活用していただく。 

指標 来館者千人当レファレンス件数（令和 2年度 26.9件） 

実施結果 4～12月の来館者千人当レファレンス件数 31.3件（3,811件） 

効果検証 ①妥当性 ◎ 
他館に比べレファレンス件数が低い状況にあり、館員のレファレンス技量

の向上と利用者への周知は重要である。 
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②インパクト △ 
館内でのポスター掲示やチラシ設置とともに、新規登録時を中心にチラ

シを配布し、レファレンスサービスの周知に努めた。 

③効率性 〇 
サービスの存在を知っていただくことで、レファレンスサービスをより活用し

ていただけるようになるものと考える。 

④協働の視点 ― 
 

 

評価 

12月末時点でレファレンス件数 3,811件、昨年度同時点に比べ 45%増加している。館員が意識

的に対応した結果と考えている。チラシ配布の効果はすぐに出てくるものではないが、継続していき

たい。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 
マイライブラリーへの登録の説明と合わせ新規登録時の説明項目が多く、利用者のニー

ズに沿った簡潔な説明が課題である。 

２．保護者向け講座の開催 

サービスの具体的方向性 ④子どもと一緒に安心して、楽しく利用できる環境を整備します。 

目的 
戦争を知らない世代に平和への知識を深めてもらうとともに、現在の生活の振り返りや、平和につ

いて家族で考える機会をつくる。 

内容 

「親子で学ぼう！戦争があったこと」と題して、子どもと保護者で一緒に堺空襲を中心とした体験談

を聞いていただく。その後「平和と人権資料館」で、戦争中の生活品などの展示などを見学してい

だく。 

効果 
平和への知識を深めてもらうとともに、関連の図書館資料を展示し図書館の利用促進と平和と人

権資料館の利用を促す。 

指標 参加者アンケートでの平和に関する知識の深まり度合 

実施結果 8月 8日（日）開催予定であったが、新型コロナ感染拡大防止のため中止 

効果検証 

①妥当性 ―  

②インパクト －  

③効率性 －  

④協働の視点 ― 
 

 

評価 － 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 
各種講座については、適切な感染予防対策を取りつつ、今後も新型コロナ感染状況に

合わせて開催可否や開催方法を随時検討していく必要がある。 
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(注)シビックプライド：civic pride/都市に対する市民の誇りや愛着を示す言葉。まちづくりや地域活性化の動きの中で注目されている。 
 

３．歴史文化市民講座の開催 

サービスの具体的方向性 ⑨堺のまちづくり・地域づくりのお手伝いをします。 

目的 
「歴史文化のまち堺」の発展と継承に貢献する取組みとして地域の文化財を学ぶ機会を作り、シビ

ックプライド（注）の醸成に寄与する。 

内容 
中区にある史跡「土塔」について地元の郷土史家を講師に迎え、史跡を守り伝えてきた意義など

についておはなしをうかがう。 

効果 
地域の歴史や価値を広く市民に知ってもらい、郷土愛や地域への帰属意識を高め、まちづくりや

地域の活性化に寄与する。 

指標 参加者アンケートでの史跡「土塔」に関する知識の深まり度合 

実施結果 

11月 14日（日）開催。定員 35人に対し 35人参加 

事後アンケートでは、史跡「土塔」に関する知識の深まり具合として、「とても深まった」「深まった」

が計 90% 

効果検証 

①妥当性 ◎ 
地域の歴史や価値を広く市民に知ってもらい、郷土愛や地域への帰属

意識を高めることは重要である。 

②インパクト ◎ 
図書館ホームページや広報、館内ポスターなどで開催の周知に努めた。 

ホームページでは本講座のお知らせ記事に 378回のアクセスがあった。 

③効率性 〇 
申込開催から比較的早い時期に定員が埋まり、事前の周知が成果をあ

げた 

④協働の視点 ◎ 
地元の自治会より紹介された郷土史家を講師にお願いし、開催に向けて

丁寧なすり合わせができた。 

評価 

文化財課から史跡「土塔」からの出土瓦や写真パネルを借用し、図書館の資料とともに会場ロビー

に展示した。参加者に見ていただくことで、より興味を持って講演を聞いていただけた。身近にある

文化財への理解・関心を深めることができ、事後アンケートでも史跡「土塔」に関する知識が「とて

も深まった」が 53%であった。直前まで開催が懸念されたが、感染予防対策を実施し、無事開催

することができた。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

歴史文化市民講座については、今後もテーマの探索や講師選定が課題となる。また、

講座開催にあたっては、適切な感染予防対策を取りつつ、新型コロナ感染状況に合わ

せて開催可否や開催方法を随時検討していく必要がある。 

３．中基幹型包括支援センターとの協力事業 

サービスの具体的方向性 ③さまざまな専門家等との連携によるサービスに努めます。 

目的 
専門機関と連携し、介護予防や認知症に係る支援情報や関連情報を市民に提供することで、要

介護者や認知症者又はその家族や介護者を支援するとともに、市民が関心をもつ機会を作る。 

内容 
中基幹型包括支援センターと協力し、「介護予防パネル展」「認知症パネル展」の実施と、 

「ミニ認知症講座」を開催する。 

効果 
要介護者や認知症者又はその家族や介護者を支援するとともに、中基幹型包括支援センターと

協力し、市民への啓発を進める。 

指標 「ミニ認知症講座」の参加者アンケートでの講座の認知症等に対しての役立ち度 
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取組みの様子 

 １ 歴史文化市民講座「史跡土塔について」 

ロビーの資料展示の様子                       講義の様子 

 

 ２ レファレンス事例紹介チラシ               ３ 「認知症」パネル展 

「スマホ簡単設定ガイド」チラシ（表面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            パネル展示の様子 

実施結果 3月 21日（月）、「認知症パネル展・資料展『認知症の理解とコミュニケーション』」として開催予定 

効果検証 

①妥当性 ◎ 認知症や介護の情報については市民のニーズも高い。 

②インパクト － 図書館ホームページや広報、館内ポスターなどで開催の周知する予定 

③効率性 ― 
認知症の理解や対応には市民の関心も高い中、専門家による個別相談

も併せて行う予定であり、市民のニーズに応えるものになると考えている。 

④協働の視点 ◎ 
今回の企画は、中区基幹型包括支援センター及び認知症疾患医療セ

ンターである阪南病院との共同開催 

評価 

「介護予防パネル展」は 8月、「認知症パネル展」は９月に開催することができた。パネルを見

たり展示している関連本を閲覧して借りられる姿が多く見られた。 

「ミニ認知症講座」は講座形式を予定していたが、新型コロナ感染症患者が増加傾向にあること

から、「認知症パネル展・資料展」に形式を変え、その場で中区基幹型包括支援センターや阪南

病院の専門スタッフが個別相談に応じる形での実施を検討している。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 
各種講座については、適切な感染予防対策を取りつつ、今後も新型コロナ感染状況に

合わせて開催可否や開催方法を随時検討していく必要がある。 
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令和３年度の取組み総括 

１．ソフィア・堺内のプラネタリウム「星空館」と連携し、図書館ではプラネタリウムのプログラムの案内とそれに合

わせたブックフェアを実施しています。プラネタリウム側では放映前後のアナウンスやロビーでのポスターによる

図書館の案内、といった相互の協力体制を進めています。 

２．各種の案内ポスターやお知らせが建物内や館内各所に多数掲示されていることから、閲覧室入口すぐに

「アナログサイネージ」を設置し、図書館から今お知らせしたい数項目を簡略に案内できるようにしました。 

３．11月末から 2月にかけ取替工事のためエレベーターが運休しました。事前の案内や運休期間中の対応な

ど、階段の昇降の不自由な方やベビーカーのご利用者の方のご不便を最小限にするよう努めました。 
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○東区 
 

定量的指標 令和 2年 12月末時点 令和 3年 12月末時点  前年度比 

貸出点数 245,585 点 263,571 点 107.3 ％ 

区民千人当たり 2,905 点 3,103 点 106.8 ％ 

予約点数 17,520 点 20,029 点 114.3 ％ 

区民千人当たり 207 点 236 点 114.0 ％ 

レファレンス受付件数 4,611 件 5,203 件 112.8 ％ 

区民千人当たり 55 件 61 件 110.9 ％ 

来館者数 137,281 人 156,863 人 114.3 ％ 

区民千人当たり 1,624 人 1,847 人 113.7 ％ 

※東区人口 84,939 人（令和 3 年 4 月 1 日推計）  

※東図書館、初芝分館を含む 

 

令和２年度図書館サービス評価を踏まえての課題 

・棚づくりやブックフェアに関し、良い評価とともに、ニーズを把握し色々と試みること、通常書架も含め全体で魅

力を感じられる棚づくりを行うことなど、ご意見をいただいた。 

・閲覧席の削減や自習席について何らかの検討が必要。 

本来、他の図書館同様、東図書館も自習席を設けていないが、席数が多く、個別ブースがあるため、自習目的

の利用が多い。令和２年度は感染症対策を優先して、机ありの席を１１７から２１に減らした。閲覧席に関しては

要望が多く寄せられている。 

 

今年度の目標 

・市民の暮らしに役立つ資料・情報の提供に重点的に取り組み、以下の目標を達成します。 

１．魅力ある書架の構築のため、資料管理計画にもとづいた収書・除籍を行い、市民が資料を選びやすい棚を

つくります。15年以上配架している開架資料の点数を昨年度比５％減とします。→【 育む力 】 

２．多様な課題の周知・解決のため、関係部局と連携してブックフェア等を実施します。連携機関を新たに増や

します。→【 育む力 】 

３．市民の学びのため、堺歴史文化市民講座、保護者向け講座等を実施します。講座参加者アンケートでの満

足度を 80％以上とします。→【 学ぶ力 】 

 

【目標に向けた具体的取組み内容】 

１．魅力ある書架の構築 

サービスの具体的方向性 ①市民の読書環境の充実にさらに努めます。 

目的 利用者が資料を選びやすい書架を作る 

内容 

資料管理計画にもとづいた収書・除籍を行う。利用が少ない・情報が古い等の開架資料の書庫入

れ・除籍を進める。書架の各段はスペースに余裕をもった冊数におさえ、面展（本の表紙見せ）等

の活用でアイキャッチを増やす。 

効果 
資料を手にとりやすく、目を引く書架にすることで、利用者の意図しない資料への出会いの場を提

供し、利用を促す 
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指標 15年以上配架している開架資料点数の前年比 

実施結果 

・15年以上配架している開架資料点数は 12月末現在、前年度末より 1404冊減少。前年度比

4.3％。目標の 5％を達成するため、3月末までに約 200冊の除架を行う。 

・12月の館内整理日にあわせブックスタンドを工作し、一般資料架に 30点の面展を設置した。 

効果検証 

①妥当性 ◎ 書架の構築を継続することは図書館運営に欠かせない。 

②インパクト △ 
面展は効果的で、面展された本はよく貸し出されるが、特に広報等行っ

ていない。 

③効率性 〇 サイン作成により、利用者の利便性が増した。 

④協働の視点 〇 サポーターによる書架整理を一部再開した。 

評価 

上記の除架・面展以外にも、コロナ休館中に小説著者のサインを作成し、また、図書館サポーター

倶楽部による書架整理も再開した。日々流動的な書架を適正に維持し、魅力的な棚づくりを継続

する必要がある。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 
面展は数の増設もだが、位置や見せ方など工夫することも必要である。書架の維持は

広範囲かつ継続的な業務であり、優先度を高く取り組むべきであると考える。 

２．関係部局との連携によるブックフェア等の実施 

サービスの具体的方向性 ②くらしに身近なテーマを図書館で調べる・相談できるようにします。 

目的 多様なテーマに合わせた資料・情報を提供し、地域の課題解決をはかる 

内容 

ビジネスパーソンや学生が多く利用する北野田駅前という立地を活かし、また、高齢化率が市内で

二番目に高いという東区の特性にあわせて関係部局等との連携を行い、展示・ブックフェア等を実

施する。関係部局とはテーマの設定を協議したり、パンフレット・パネルの提供を受けたりなど、それ

ぞれの専門分野やテーマを活かした連携方法を模索する。 

効果 
様々なテーマで関係部局と連携して資料・情報を提供し、市民の学びの機会を増やすことで、地

域の課題解決をはかる。 

指標 連携機関数 

実施結果 

４機関（東保健センター、黒山警察署、東基幹型包括支援センター、登美丘高校） 

（新規で連携開始：黒山警察署・東基幹型包支援センター） 

 

【詳細】 

・東保健センター・・・6月に食育をテーマとしたブックフェアを行った。隣接して、食をテーマとした

小説を集めたことでよく利用があった。 

・黒山警察署・・・10月に警察による中高生の犯罪被害防止ポスター展示を行い、あわせて防犯

のブックフェアを行った。 

・東基幹型包括支援センター・・・「本とつながるパネル展」と題し、12月から 4か月連続でパネル

展とブックフェアを行う。テーマは成年後見制度、介護保険、消費者被害、認知症。 

・登美丘高校・・・3月に高校生の制作したＰＯＰ（100点程度）と本を合わせて展示を行う。H28

年から毎年 1回入れ替えを行い、常設している。恒例化し好評を得ている。 
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効果検証 

①妥当性 ◎ 
資料の貸出とあわせて、関係部局のパネル展示やパンフレット提供を行う

ことで、啓発や課題解決につながることが予測できる。 

②インパクト ◎ 

5月のコロナ休館時に入口付近に常設の特設ブースを新たに設営し、以

降、主に関係部局との連携ブックフェアに利用している。退館時に必ず通

る場所であり視認性が高い。 

③効率性 〇 
テーマに沿って広く関連資料を集め、利用者が情報を入手しやすい場所

をめざした。 

④協働の視点 ―  

評価 

啓発課題をもった関係部局と連携することで、より複合的な情報提供を行うことができた。基幹型

包括支援センターが作成しスーパー等で配布したチラシに図書館のコラムを掲載してもらえ、図書

館 PRにも役立った。準備の際、足りない分野の資料購入なども実施し、ブックフェア終了後も要

望に応えることができるようにした。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 新たな連携先との連携開始・現在の連携先との新しい取組みの企画が必要である。 

３．講座等の実施 

サービスの具体的方向性 
⑥青少年、高齢者、障害者、外国人など、いつでも・だれでも・どこからでも

学べる環境を充実します。 

目的 市民の学びの機会を提供し、郷土愛や課題解決につなげる 

内容 
堺歴史文化市民講座、保護者向け講座等、それぞれのテーマについて深く学べる機会を提供す

る。講座開催に前後してミニブックフェアや関連情報の提供を行う。 

効果 

地域の歴史文化の学びの場を提供することでシビックプライドの醸成に寄与し、子育て世代が持つ

課題等の解決等につなげる。講座に関連した情報提供を行うことで、関連分野の利用促進を図

る。 

指標 
参加者アンケートにおける地域の歴史文化に対する知識の深まり満足度・子育てにおける課題解

決満足度 

実施結果 

アンケート設問 

・堺歴史文化市民講座「堺の歴史文化に関する知識は深まりましたか。今回の講座で、その満足

度はどの程度ですか」 

参加者 26人 アンケート回答 17人全員が「満足」「やや満足」 

満足 59％、やや満足 41％（アンケート回答者全員が「満足」・「やや満足」と回答） 

・保護者向け講座「この講座の満足度はどの程度ですか（今後の子育てに活用できそうですか）」 

参加者 28人 アンケート回答 18人中 7人が「満足」「やや満足」 

満足 11％、やや満足 28％ 

効果検証 

① 妥当性 〇 
目的とは合致しており堺歴史文化市民講座はシビックプライドの醸成に寄

与した。 

②インパクト ◎ 
堺歴史文化市民講座はワークショップを同時開催することで、広い年代が

集まり、満足度も高かった。 
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取組みの様子 

１．魅力ある書架の構築                    ２．関係部局との連携によるブックフェア等の実施 

      

    〈面展〉                                〈特設ブース 全景〉  

 

３．講座等の実施 

     

〈堺歴史文化市民講座 ワークショップ風景〉      〈保護者向け講座 関連ブックフェア〉 
 

③効率性 △ 
保護者向け講座は講座当日前後に関連ブックフェアを開催し、参加者以

外にも資料の提供を行ったが、相乗効果はなかったと思われる。 

④協働の視点 〇 
保護者向け講座は大阪府金融広報委員会の講師派遣制度を利用し無

償で開催した 

評価 

・堺歴史文化市民講座 テーマ「岩田千虎」 

作品の実物の展示も行った。参加者の満足度も高く開催の意義があった。 

岩田千虎は堺の彫刻家で堺市内各所に作品を残されているが知名度がやや低く、まとまった資

料もない。地域の歴史文化を知る機会を設けるという観点で大きな貢献があり、「ゆづりは」への寄

稿や、講師からの提供による資料登録は今後の研究につながると考えられる。 

・保護者向け講座 テーマ「親子のお金教室」 

子どもも聞ける講座ということで広報したが、内容がやや難しかった。広報と講座内容にずれがあっ

たことで参加者の満足度が低調だった。 

関連ブックリストを作成し、ブックフェアも開催したことで関連資料の貸出につながった。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

講演会に際しては、参加者の関心や図書館で行うべきテーマの精査を行う。 

感染症の状況により講演会については、開催時期の決定が難しく広報期間も短期間と

なる。講演会の参加人数も以前より減らして実施することから、事業自体の効率性が非

常に悪く見直しの必要がある。 
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令和３年度の取組み総括 

１． 令和 3年 11月より一人用キャレルの座席の利用を再開し、席数２１から４７に増設しました。昨年度に比

べると２倍以ですが、コロナ以前から比べると４割程度の席数です。設置にあたっては間隔を十分にあける

ようレイアウトを大きく変更しました。図書館資料利用者を優先するため、すべての座席に自習不可と明記

をしましたが、長期滞在を防ぐのは難しく、現在 8～9割は常に利用されている状態であり、休日は席を利

用できない方もみうけられます。すべての方に公平に利用いただくために、管理システムの導入が必要であ

ると考えます。 

２． おはなし会、えほんの会は東図書館・初芝分館ともに 11月から再開しました。東図書館では事前申込制を

とり、窓がないおはなし室は使用せずじゅうたんコーナーで実施しています。あかちゃんえほんの会は初芝分

館は 11月から、東図書館は１月から再開しました。東図書館であかちゃんえほんの会の代替手段として昨

年度より始めたブックパックは定例化し好評を得て、毎月続けています。１週間程度で１２セットすべて貸出

に出ます。 
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○西区           
 
 

定量的指標 令和 2年 12月末時点 令和 3年 12月末時点  前年度比 

貸出点数 203,998 点 216,909 点 106.3 ％ 

区民千人当たり 1,511 点 1,608 点 106.4 ％ 

予約点数 10,929 点 11,924 点 109.1 ％ 

区民千人当たり 81 点 88 点 108.6 ％ 

レファレンス受付件数 2,250 件 3,105 件 138.0 ％ 

区民千人当たり 17 件 23 件 135.3 ％ 

来館者数 77,471 人 100,197 人 129.3 ％ 

区民千人当たり 574 人 743 人 129.4 ％ 

※西区人口 134,854 人（令和 3 年 4 月 1 日推計）  

 
 

令和２年度図書館サービス評価を踏まえての課題等 

・西区子育て・教育環境整備事業としての環境整備による新たなサービスを発展させること。 

・人口からみて予約・貸出点数が低いため、改修での新たな空間の創設により関心を高め利用促進する。 

・キャプション評価実施により施設改善に反映すること。 

・専門機関、専門家と連携した相談事業の開催について進め、今後もテーマの設定や広報により定着させてい

く。 

・オンラインツール活用方法の案内やＰＲが課題。 

 

今年度の目標 

・西図書館拡充整備また専門機関や学校施設等と連携した情報提供を行い、以下の目標を達成します。 

1. 区民の学びと読書環境充実のため、市民、関係者の意見を反映した運用を行います。【 育む力 ・ 学ぶ

力 ・ 創る力 】 

2． 医療機関、学校・地域施設と連携した事業実施、情報提供を行います。【 育む力 ・ 学ぶ力 】 

 

【目標に向けた具体的取組み内容】 

１．西図書館拡充整備 

サービスの具体的方向性 ①市民の読書環境の充実にさらに努めます。 

目的 市民・関係者の意見を反映した拡充・整備を行い、区民の学びと読書環境の充実をはかる 

内容 

西保健センター移転により、西区の事業として 2階を図書館施設として拡充整備。 

意見聴取のためのキャプション評価実施により、市民・関係者の意見を反映し、児童・地域資料書

庫及びラーニングスペースを整備。 

ボランティアの学習機会、活動の場の提供として、「ボランティアステップアップ講座」「西図書館ま

つり」を実施。 

効果 市民ニーズを反映した拡充・整備により西図書館の利用を促進。 

指標 来館者数、利用者アンケート施設全体の満足度 
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（注）キャプション評価（環境評価手法）：施設を利用する人がそれぞれ気になる場所や物を写真に撮り、それらにキャプション（説明）

を付けることにより、その場所（施設）の評価をする。参加・行動型の調査方法 

 

実施結果 

・西区の整備事業は平成３０年度から始まり今年が最終年度となる。学校活動や地域活動でラー

ニングスペースと合わせて図書館資料が利用できるよう、２階に増設した児童・地域資料書庫に

資料を整備した。また、市民から寄贈された絵本を子ども司書とともに装備しラーニングスペース

に展示し、令和４年１月から２階フロアをオープンした。小学校２校の利用があった。 

・１０月２２日に視覚聴覚障害者センターの職員２名、西区包括支援センター職員２名の協力の

元、キャプション評価（注）を行った。視覚障害当事者、高齢者の立場での図書館利用に関する貴

重な意見をお聞きすることができた。普段意見聴取できない利用層から施設関係への意見が聞

けたので、検討し施設改善に反映していく。 

・新施設の有効活用として関係機関に働きかけたことで、「Litto（堺市学習と居場所づくり支援事

業）」や「子ども食堂」などこれまで関わりのなかった団体の施設利用があった。 

・行事では西図書館まつりを実施したことで新施設の周知ができた。ボランティアステップアップ講

座は未実施ですが（3月 12日実施予定）読書推進やボランティア活動につながるような講師を

選定した。 

効果検証 

①妥当性 ◎ 市民の意見聴取の手法として有効。 

②インパクト 〇 新たな機関の利用が今後の施設および資料利用につながる。 

③効率性 〇 行事等について関係機関が増えるほど準備に時間を要する。 

④協働の視点 〇 

地域共生推進課と連携した場の利用、子ども司書の協力で新施設

「ほんのえき」の棚づくり、児童出版社とのボランティアステップ

アップ講座実施。 

評価 来館者数前年同月比（1月）18%増、利用者満足度 3.98で 0.3減(ただし調査は新施設開館前)  

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 
新施設「学びと交流の場」の利用促進のため、学校現場や地域への働きかけを中心に

読書と関連した活動や、団体への交流の場の提供をすすめる。 

２．医療機関、学校・地域施設と連携した事業実施、情報提供 

サービスの具体的方向性 ③さまざまな専門家等との連携によるサービスに努めます。 

目的 暮らしに役立つ情報を提供する 

内容 
まちの保健室等の健康子育て相談事業の定期開催。専門家と連携したブックフェアの実施及び

ブックリストの作成。 

効果 専門家の的確な情報提供により地域住民の健康増進への意識を高める。 

指標 参加者数（新規・リピーター数）、利用者アンケート調べ物(調査・研究)サポート満足度 

実施結果 

・まちの保健室は感染拡大の影響で１１月からようやく定期的に実施することができた。 

・11月に国立がん研究センターの巡回展示資料によるブックフェアを行いった。小学生から高齢

の方まで、幅広い年代に利用してもらえた。図書館という日常に利用している空間でがん情報に触

れる機会を提供することで市民への健康への関心を高める役割を担えた。 

・同様の視点から昨年度に続き、総合医療センターの専門看護師に協力いただき、医療コラム入

りブックリストとして「認知症」、「在宅医療」（3月発行予定）の作成を行った。 

効果検証 ①妥当性 ◎ 専門家との連携により多様化したニーズにこたえられる 
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取組みの様子 

１ 視覚障害者当事者によるキャプション評価           ２ 西区広報２月号掲載「学びと交流の広場」 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ こども司書養成講座                     ４ こども司書による 2階「ほんのえき」の棚づくり 

 

 

 

 

 

 

５ まちの保健室等の        ６ がん関連図書展示            ７ 西図書館まつり 

健康子育て相談事業          

 

 

 

 

 

 

  
 

②インパクト 〇 感染症の影響で例年どおりの広報にとどまった。 

③効率性 ◎ 専門機関との協力関係がすでにあり依頼しやすいため。 

④協働の視点 〇 
国立がん研究センター、総合医療センター、大阪府看護協会との協

働 

評価 

あかちゃんといっしょ&健康相談、まちの保健室ではほぼ定員の申込があった。 

利用者アンケート調べ物(調査・研究)サポート満足度は 3.65で 0.5減。十分な広報や働きかけ

ができなかったことが要因としてあげられる。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

「まちの保健室」は 10月まで開催出来ず、アンケートが 11月の実施。暮らしに役立つ

情報提供という図書館の役割としてのＰＲが出来なかった。 

連携事業は感染状況の影響を受けやすいため、行事以外での連携として関連図書展

示の企画やブックリストの作成を更に進めていく。 
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令和３年度の取組み総括 

1. 市民からの意見聴取を施設整備に反映させ、２階「学びと交流の広場」が 1月にオープンしました。そのこと

により来館者数が伸びてきています。今回のアンケート結果では施設全体の満足度が微減していますが、令和

４年１月の来館者数を前年同月比で比較すると１８％の増加がみられました。新設のこの点を活かした利用促

進に結びつけられる企画検討が必要です。 

2. まちの保健室やブックリスト作成など専門家との連携による情報提供を促進しました。感染拡大により事業が

実施出来ないことが続きましたが、生活（子育て、健康）に役立つ図書館という役割を進めます。感染悪化の状

況下でレファレンス件数は前年度比 34％アップしています。これを踏まえ課題解決に向けての PRや資料充実

に結びつけていくことが課題と考えています。 
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○南区 
 

定量的指標 令和 2年 12月末時点 令和 3年 12月末時点  前年度比 

貸出点数 440,442 点 456,760 点 103.7 ％ 

区民千人当たり 3,152 点 3,322 点 105.3 ％ 

予約点数 35,344 点 35,912 点 101.6 ％ 

区民千人当たり 253 点 261 点 103.2 ％ 

レファレンス受付件数 9,773 件 10,017 件 102.5 ％ 

区民千人当たり 70 件 73 件 104.3 ％ 

来館者数 234,517 人 252,622 人 107.7 ％ 

区民千人当たり 1,679 人 1,838 人 109.5 ％ 

※南区人口 137,478 人（令和 3 年 4 月 1 日推計） 

※南図書館、栂分館、美木多分館を含む 

 

令和２年度図書館サービス評価を踏まえての課題 

・多文化情報コーナーの充実、必要とする市民への周知。 

・コロナ禍において外国人市民が母国語の情報を受け取る機会が難しい。外国人市民と情報を結びつける取

組が必要。 

・集会室、学習ルーム、対面朗読室、おはなし会等、コロナ禍で縮小を余儀なくされている点は堺市立図書館

共通の問題。 

・南図書館ホールについて、受付、返金等柔軟に対応すべき。 

 
 

今年度の目標 

様々な社会情勢の変化や新しい生活様式への移行をふまえながら、「南区基本計画」、「SENBOKU New 

Design」で示されている子育て支援、教育環境の充実等の区の課題の解決支援に向けて、職員一人ひとりが

主体的に区民視点に立ったサービス向上に取り組みます。 

１．区の課題を解決支援するための資料を収集します（ブックフェア実施）。また、堺・泉北の歴史、文化を身近

に感じられる資料を収集します（コーナー設置）。【育む力・創る力】 

２．子育て支援サービス充実をめざし、今年度本市に移管された大型児童館「ビッグバン」と交流、連携を図りま

す（連携事業を 1回以上実施）。【育む力・学ぶ力】 

 
 

【目標に向けた具体的取組み内容】 

〔南図書館〕 

１．堺・泉北コーナー（堺・泉北がわかる本）の設置 

サービスの具体的方向性 ②くらしに身近なテーマを図書館で調べる・相談できるようにします。 

目的 地域に関する資料を提供することで、くらしに身近な課題の解決を支援する。 

内容 堺・泉北の歴史、文化を身近に感じられる資料を収集しコーナーを設置する。 

効果 
興味を引き手に取りやすい資料を交えて、堺・泉北に関する資料を提供することで、くらしに身近な

テーマを調べる契機とし、課題解決に資する。 
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指標 
堺市立図書館ホームページ以外への情報の掲載、利用者アンケート調べ物（調査・研究）サポー

ト満足度 

実施結果 

書籍だけでなく、雑誌、コミック、パンフレット等２４７点を展示。コーナー周知のため、南区広報１０

月号１面記事、ゆづりは第６０号で紹介。利用者アンケート調べ物（調査・研究）サポート満足度結

果 平日 3.72日曜 3.65（R2 3.62/3.77） 

効果検証 

①妥当性 ◎ 

豊かな歴史文化は、南区の特徴であり、これらを学び、発信する取組の

必要性は区基本計画においても課題になっていることから、コーナーの

設置を実施した。 

②インパクト ◎ 

区広報のリニューアルに合わせ、１面カラーで南図書館の記事を掲載

し、「地元のことをもっと知りたいと思ったら…」として、堺・泉北がわかる本

コーナーを紹介した。 

③効率性 〇 

だれもが興味を持ちやすい資料をひとまとめにコーナー化し、面展示も行

うことで、一覧性を高め、区の魅力を知るきっかけとした。また、市採用の

教科書もあわせて配架し、利用者自身が横断的に調べることができる。 

④協働の視点 -  

評価 

ウォーキングマップやグルメ雑誌の特集号、堺が舞台になっている小説・コミック、学校史、教科書

など、区民にわかりやすく、興味が持てる資料２４７点をコーナー化した。この取組を行うことで、図

書館が区の課題解決支援に取組み、身近なくらしに役立つ情報・資料を提供している地域の知の

拠点であることの認知度を向上させることができた。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 持続的、計画的な取組を継続して実施する。 

２．大型児童館「ビッグバン」との連携事業の実施 

サービスの具体的方向性 ④子どもと一緒に安心して、楽しく利用できる環境を整備します。 

目的 
今年度本市に移管された大型児童館「ビッグバン」と交流、連携したイベントを実施し、子育て支

援サービス充実に資する。 

内容 

地元絵本作家 H@L（ハル）さんによる親子で楽しむワークショップ「とび出す絵本をつくってみよ

う！」などビッグバンと連携したイベントを実施し、図書館での資料提供とともに、子育て支援や地

域の子ども・保護者同士がふれあい、交流を深める場を提供する。 

効果 

図書館外の施設と連携した児童向けイベントを実施することで図書館サービスのさらなる周知を図

るとともに、本市に移管されたビッグバンを当館でも広報することにより、その相乗効果として両施

設の利用促進を図る。 

指標 
ビッグバンとの連携イベントに対する参加者数・満足度、図書館以外を会場とするイベントに対する

意見等 

実施結果 

区の重要な子育て支援・教育施設である「ビッグバン」と子育て支援連携事業として、画家・絵本

作家の H＠L さんを講師としたワークショップを実施した。当初は７月に実施予定であったが新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため延期し、令和 3年１月２９日に実施。 

効果検証 ①妥当性 ◎ 
区では、基本計画に基づき、子育て支援、教育環境の充実に取り組んで

おり、コロナ禍の中でも親子で一緒に学べる事業が求められる。ビッグバ
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取組みの様子 

１．堺・泉北がわかる本コーナー 

 

 

  

２．ワークショップ風景 

 

 

 

 

 

 

  
 

令和３年度の取組み総括 

ンと子育て支援で連携し、ドーム型のイベント用ホール（明るく、床でその

まま作業ができる環境）を活用して実施することで、図書館ホールとは違

った刺激が得られる。また、堺市立となり一部無料で入場できるようにな

ったビッグバンの PRにもなっている。 

②インパクト ◎ 
申込は数日で定員に達した。申込時点で会場がビッグバンであること、無

料で入場できることを案内することで、ビッグバンの周知にもつながった。 

③効率性 〇 
南区基本計画の取組みである子育て支援、教育環境の充実に資する

事業である。 

④協働の視点 〇 当日の運営協力に読み聞かせボランティア団体から 1名参加。 

評価 参加者は、15組、他集計中。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 
ビッグバンとの連携では、講座のほかえほん広場新設に伴い、市民からの寄贈絵本、児

童書など約 600点を譲渡した。今後もビッグバンとの協力体制を維持する。 

 

 

コーナーの様子 

南区広報１０月号 
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１．日本語学習コーナーについては、ベトナムや韓国、中国で刊行された日本語に関する資料を購入するなど、

継続して充実を図っています。また、ご指摘のあった周知については、国際課発行の外国語ニューズレター、南

区広報、「ゆづりは」に記事を掲載しました。 

２．ロビーを使用して文化財課の堺鉄砲鍛冶屋敷井上家パネル展を実施しました。中央図書館で実施した郷土

資料展の抜粋展示を実施しました。 

３．ホール臨時休室による使用日変更、返金等の対応について、使用申請者と調整して実施しました。 

４．ICTを活用した情報提供として、政策企画部の「企業との連携事業」を活用し、学習ルームの混雑状況を発

信する「混雑ランプ」を運用開始しました。 
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○北区 
 

定量的指標 令和 2年 12月末時点 令和 3年 12月末時点  前年度比 

貸出点数 317,520 点 344,797 点 108.6 ％ 

区民千人当たり 1,988 点 2,161 点 108.7 ％ 

予約点数 17,552 点 20,514 点 116.9 ％ 

区民千人当たり 110 点 129 点 117.3 ％ 

レファレンス受付件数 3,747 件 4,186 件 111.7 ％ 

区民千人当たり 24 件 26 件 108.3 ％ 

来館者数 126,254 人 135,547 人 107.4 ％ 

区民千人当たり 790 人 850 人 107.6 ％ 

※北区人口 159,540 人（令和 3 年 4 月 1 日推計） 

 

令和２年度図書館サービス評価を踏まえての課題 

・子どもの読書推進や読書習慣の向上、図書館の利用促進につながる取り組み。 

・リモート形式や動画配信などの非来館型、館内で実施の来館型、それぞれの世代のニーズや状況に対応し

た事業の実施。 

・利用の多い子育て世代に支持される図書館サービスの展開。 

 
 

今年度の目標 

新型コロナウイルス感染症拡大防止を徹底し、市民のくらしに役立つ資料・情報の提供に重点的に取り組み、以

下の目標を達成します。 

１．子どもたちが主体的に学習方法を身に着ける支援を行うため、調べもの資料を積極的に収集し、児童向けレ

ファレンス資料コーナーを新設します。【 育む力 ・ 学ぶ力 】 

２．コロナ禍で実施が困難になっている行事の代わりに、利用者が来館しなくてもできるサービスを実施すること

で読書活動の推進につとめます。【 創る力 】 

３．子育て世代が安心して気軽に利用し、様々な情報を獲得できるよう、「子育て支援情報コーナー」の充実に

つとめます。【育む力】 

 
 

【目標に向けた具体的取組み内容】 

１．児童向けのレファレンス資料コーナーの新設 

サービスの具体的方向性 ②くらしに身近なテーマを図書館で調べる・相談できるようにします。 

目的 子どもの主体的な学習活動の支援、図書館利用促進 

内容 

子どもの調べものに関するコーナーを開設し、調べ方の本や調べものに役立つ資料などを配置す

る。コーナーについてのアンケートを実施し、効果測定を行う。また子ども司書養成講座を開催し、

調べ方についてレクチャーする。 

効果 

子どもが自ら調べものをしたり解決できるコーナーを設置し、探求心を醸成する環境を整備するこ

とで、図書館の利用促進、読書活動を推進する。また調べ方のレクチャー等の支援を通して、子

どもの自主的・主体的な学習につなげる。 
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指標 
アンケートを行うことで子どもが当該コーナーを利用しているか、内容などに満足しているのか検証

する。満足・不満いずれの意見もこのコーナーへの期待値として扱う（意見数）。 

実施結果 

子どもの調べものに関するコーナーを「しらべるコーナー」として 7月に開設した。 

在籍冊数 58冊 （1/21現在） 

内訳-0類 19冊/1類 1冊/2類 7冊/3類 10冊/4類 8冊/5類 1冊/6類 1冊/7類 5冊

/8類 6冊 

それに伴ってアンケートを実施した。「しらべるコーナー」に対する意見募集の回答数 60件、意見

総数 94件。 

連携して行った子ども司書養成講座では 6人が参加した。全 2回のうち、第 1回では「百科事典

の使い方」をテーマに職員が講義を行い、講座終了後に「しらべるコーナー」を案内した。 

効果検証 

①妥当性 ◎ 

子どもが自主的に調査する能力を身に着ける際に役立つコーナーであ

る。疑問や好奇心を持った時に、しらべるコーナーの資料を用いて、自分

の力で答えに近づくことができれば、自信につながり、学習意欲を高める

ことになる。 

②インパクト 〇 
PRチラシを作成し貸出カウンターでの広報に努めた。他に図書館ホーム

ページ、ゆづりは、Twitter でも広報を行った。 

③効率性 〇 

子ども司書養成講座と連携させることで、『ポプラディア百科事典』の利

用方法をはじめ、参考図書の使い方を実際に子どもたちに教えることが

できた。 

④協働の視点 〇 
子ども司書養成講座の講師として小学校教諭に本の紹介カードの作り方

の指導をしていただいた。 

評価 

子どもがどの程度調査用資料として利用しているかは一般の参考図書コーナーと同様、利用回数

を計上するのは難しい。 

「しらべるコーナー」についてのアンケート意見数は 94件あった。ただし、「しらべるコーナーにおい

てほしい本は？」という趣旨に合致した意見は 18件だった。それ以外は、漫画や小説が書かれて

いるものが多く、読みたい本や購入希望であったため、児童書の選定の参考にした。 

子ども司書養成講座についてのアンケートでは、全員が「よかった」と回答した。「しらべるコーナー」

については、「まあまあよかった」が「よかった」より多かったので、まだ改善の余地があるものと思わ

れる。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

今年度途中から始めたので、まだ冊数も少なく、出版年の新しいものが少ない（2020 年

以降の本が 14 冊）。次年度からは蔵書管理計画にも明記し、予算枠を確保しておく必

要がある。 

子ども司書養成講座との連携は有効と思われるので、今後も継続していく。過去に講義

を受けた子どもたちの意見、希望を集め、反映させていく仕組みを考える必要がある。 

２．利用者が来館せずとも参加できる事業の実施 

サービスの具体的方向性 
⑥青少年、高齢者、障害者、外国人など、いつでも・だれでも・どこからでも学べ

る環境を充実します。 



資料１ 

29 

 

目的 来館に不安のある方、来館が難しい方の利用促進と読書推進 

内容 

図書館ホームページや電子申請を活用し、長い間親しまれてきた絵本の思い出を利用者同士で

共有する「ネットで共有！思い出の絵本」など、来館せずとも参加できる事業を実施する。広報は

北区とも連携して実施する。 

効果 

ホームページ等を活用した来館不要な申込みや参加を可能とすることで、来館に不安がある、ま

たは来館が難しい場合でも図書館に親しんでもらうことができる。また北区のホームページ等でも

発信することで、非利用者が図書館へ興味をもつ機会を作ることができる。 

指標 
開催数・参加者数 

イベント参加者アンケートでの非来館型イベントに対する評価 

実施結果 

堺市の電子申請システムを利用してホームページ上で下記のイベントを行った。館内で

は投票結果を踏まえた資料展示等を行い、来館者にも見てもらった。また参加者のおす

すめ本は HP で紹介し、それを見た人が容易に予約できるようにした。 

① ≪投票企画≫あなたの好きな表紙はどれ？（7/1-7/31）電子のみ 

※装丁が魅力的な本を HP 上で紹介し、好きな本に投票してもらう。 

電子 53 件 

② 本の名まえでしりとりをしよう！（7/20-8/22）電子・来館 

※本のタイトルでしりとりをしてもらう。5 冊で完成。 

電子 0 件 来館 13 件 

③ ネットで共有！思い出の絵本(9/15-10/15)電子のみ 

※図書館員が選んだ 10 冊についての思い出や感想を書いてもらう。 

電子 21 件 

④ 私のイチオシ紹介します！(10/21-11/18)電子・来館 

※利用者がおすすめしたい本のテーマを決め、１～３冊まで紹介してもらう。 

電子 17 件 （アンケート：とてもよかった 15 よかった 2） 

来館 13 件 

⑤ 北図書館クエスト～隠された秘宝とは～(12/1-1/12)電子・来館 

※図書館に関する謎解き問題を解いてもらう。かんたんモードは紙、ふつう、むずか

しいモードは HP で出題。 

電子 16 件（アンケート：とてもよかった 13 よかった 1 ふつう 2） 

★問題を 120 枚配布（うち、答え合わせに窓口に来た人：16 人） 

⑥ 心に残るファンタジー（2/8-2/27）電子のみ 

※想い出のファンタジー作品を投票。結果を発表し、ブックフェアを実施する。 

効果検証 

①妥当性 ◎ コロナ禍でも図書館に来館しなくとも楽しめる企画として行った。 

②インパクト 〇 
図書館ホームページ、Twitter、北区役所ホームページ、また来館者にも

参加していただける企画ではチラシ、ポスター等で広報した。 

③効率性 ◎ 
コロナ禍はもちろんだが、普段から多忙で図書館に行けないという人や北

図書館以外の利用者でも気軽に参加してもらえるという利点がある。 

④協働の視点 ―  

評価 実施回数は 5回、電子での参加者数は 107件。（1月末現在） 



資料１ 

30 

 

 

職員にアイデアを募り、それぞれで企画、実施した。参加数にバラツキがあるが、簡単に回答でき

るものと少し複雑なものとで差ができたのではないか。子どもを対象としたものは、電子での参加が

ないことが実証できた。アンケートは後半から取り始めたが、参加者の反応はおおむね良かった。

非来館者へのサービスという視点で始めたが、実施後にその結果を館内で掲示、あるいはブックフ

ェアという形で展開した。非来館者の選んだ本や意見を来館者が見て、家族で話している場面も

あった。本来、交わらない人同士の繋がりを生むきっかけにもなった。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

参加者を多く集めるにはなるべく簡単に回答できるものが良いと感じた。ただ、参加者の

意見や感想を知りたい場合には、少しハードルが上がっても行いたい企画もある。今回は

それぞれ初の試みとして行ったが、これらを踏まえて今後より魅力ある企画を考えていき

たい。 

３．子育て支援情報コーナーの充実 

サービスの具体的方向性 ④子どもと一緒に安心して、楽しく利用できる環境を整備します。 

目的 子育て世代が気軽に出かける場所、様々な情報収集の場としての図書館の利用促進 

内容 
「子育て支援情報コーナー」でのミニブックフェアの実施、情報発信などを北区の関係部局と連携

しながら行う。子育て関連資料を積極的に収集し、提供する。 

効果 
子育て世代に向けて情報発信やコーナーの充実をはかることで、図書館の利用促進や読書推進

をはかる。 

指標 
ミニブックフェアの開催数、連携先、情報発信数 

子育て支援資料の利用点数 

実施結果 

子育て支援情報コーナーブックフェア実施回数３回、北保健センターと連携した子育てに関するブ

ックフェア実施回数２回、Twitter投稿件数１件。 

子育て世代への図書館利用促進リーフレットを作成した。配布先：北区役所子育て支援課および

保健センター、企画総務課（市政情報コーナー） 

効果検証 

①妥当性 ◎ 

子どもと安心して訪れることができ、また、情報収集を図ることができる場

所として、図書館内の子育て支援情報コーナーの充実を図り、関係部局

と連携して有用な情報等を市民に広報することは必要である。 

②インパクト 〇 

図書館公式 Twitterでの広報のほか、関係部局へリーフレットの設置を

依頼した。また、子育て支援関係のチラシや冊子などをブックフェアコー

ナーに配置するなど、相互に広報を図り、新規利用者の開拓と利用促進

につとめた。 

③効率性 〇 

子育て世代が訪れる子育て支援課や保健センターなど関係部局に利用

促進リーフレットの配布を依頼することで、図書館が子どもと安心して気

軽に利用できる場所であることをＰＲすることができた。保健センターと連

携したブックフェアの実施に加え、新たに子育て支援情報コーナーにブッ

クフェアコーナーを設置したことを公式Ｔｗｉｔｔｅｒで発信した。 

④協働の視点 〇 
連携先：北区役所子育て支援課および保健センター、企画総務課（市

政情報コーナー） 
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評価 

北図書館の子育て支援情報コーナーの資料貸出点数は 6,142冊（12月末現在）。全館の利用

数（32,802冊）の約 1/5の貸出数を占め、他区域館と比較しても２倍以上の貸出数である。子

育て支援情報コーナーのブックフェアでは、テーマの資料だけでなく、子育ての不安を解消する一

助となる資料など子育てに役立つ情報を配置することで、子育て世代の方が効率よく情報を獲得

できるコーナーになったと考える。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

今後はペーパーレスの取り組みが一層必要となるので、子育て世代に向けて、Ｔｗｉｔｔｅｒ

等で図書館の子育て支援情報コーナーについてなどの情報発信が必要となる。子育て

世代のニーズを踏まえ、資料の収集や提供について工夫する必要がある。子育て世代

の図書館未利用者の利用促進のために、情報収集に努め、関係部局との連携も継続し

て図る必要がある。 

取組みの様子 

１．児童向けのレファレンス資料コーナーの新設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

２．子育て支援情報コーナーの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲子ども司書養成講座（調べ方について） 

 

▲子どもの「しらべるコーナー」 

 

▲子育て支援情報コーナーでのブックフェア 
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令和３年度の取組み総括 

コロナ禍での図書館運営では集客を要する行事（おはなし会やよみきかせ会）の中止と来館者への短時間滞在

のお願いをせざるを得ない状況でした。その中で下記の取り組みを行いました。 

１． おうちでよみきかせ 

従来から参加者の多かった赤ちゃんの絵本よみきかせを長らく中止していることから、代替手段として、「お

うちでよみきかせ」と題したブックフェアを 7月 16日から行いました。読み聞かせボランティアグループの協

力を得て、過去の記録から赤ちゃん向け絵本を選定し、自宅で保護者が赤ちゃんに読み聞かせをしてもら

える資料を展示しました。当初はよみきかせ再開までの予定でしたが、時間のない利用者がまとめて借りて

帰るケースが多く、手軽に選ぶことができると好評で、行事を再開した 11月以降も継続しています。利用の

増加とともに展示冊数も増えています。外出の機会も減り、自宅でよみきかせをするきっかけになりました。 

 

展示冊数 7・8月 9月 10月 11月 12月 1月 

 221冊 165冊 131冊 129冊 151冊 199冊 

 

２． 学年別によるおすすめ資料の展示 

滞在時間の制限がかかったまま夏休みを迎えることになり、例年のように子どもたちにじっくり本を選んでも

らえる時間がありませんでした。その中で読書感想文用資料をはじめ夏休みに読んでもらいたい資料をあら

かじめ低、中、高学年、中学生向けに選別し展示しました。これにより、資料を選ぶ時間が短縮され、子ど

もたち自ら資料を選ぶことにつながったと思われます。期間は７月１日～８月３１日で、展示冊数は低学年

約 200冊、中学年 200冊、高学年 80冊、中学生 60冊程度。ここでも年齢が上がるたびに利用数が減

るという課題は残りました。 

以上の 2例のように図書館の運営に制限がある中、工夫を凝らした資料提供方法を今後も模索していく必要が

あります。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  
▲子育て世代向けの利用促進リーフレット 

 

中央一般 中央児童 堺市駅前 移動

2,078 491 2,676 151

中 東百舌鳥

2,238 864

東 初芝  

1,999 817

西

2,605

南 栂 美木多

2,706 893 839

北

6,142

美 美原

原 2,684

青少年 人権 TC堺東 web

391 280 536 4,412

合

計

北

5,619

32,802

他

2021年度　子育て支援資料貸出数

5,396

2,816

4,438

3,102

2,605

6,142

2,684

堺

中

東

西

南

▲子育て支援資料貸出数（区別） 
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３．地域資料については北区関連資料コーナーを以前より設置しており、今年度も収集、保存に努めました。北

区関連資料の今年度受入は 13冊。堺歴史文化市民講座「古代からのロマンの地 ふるさと北八下の昔」は昨

年度、コロナの感染拡大の影響を受けて中止となりました。今年度も 2度延期することとなりましたが、参加を希

望する声も寄せられ、3月 20日に開催予定です。 

また、昨年度実施できなかった読み聞かせボランティア養成講座を 2月に開催しました。5名定員で 5名受

講。全員が今後、図書館の読み聞かせグループへの加入を希望しています。 
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○美原区           
 

定量的指標 令和 2年 12月末時点 令和 3年 12月末時点  前年度比 

貸出点数 170,316 点 182,767 点 107.3 ％ 

区民千人当たり 4,492 点 4,868 点 108.4 ％ 

予約点数 7,929 点 7,954 点 100.3 ％ 

区民千人当たり 209 点 212 点 101.4 ％ 

レファレンス受付件数 3,462 件 3,736 件 107.9 ％ 

区民千人当たり 91 件 100 件 109.9 ％ 

来館者数 62,294 人 67,519 人 108.4 ％ 

区民千人当たり 1,643 人 1,799 人 109.5 ％ 

※美原区人口 37,541 人（令和 3 年 4 月 1 日推計） 

 

令和２年度図書館サービス評価を踏まえた課題等 

・地域の知の拠点・課題解決の場として、新規利用者の増加や利用するサービスの拡大に向けた効果的な情

報発信 

・新型コロナウイルス感染症対策やWebサービスの社会的な普及を踏まえた非来館型サービスの拡充 

・来館者の満足度向上につながる蔵書構成や配架等の工夫 

 
 

今年度の目標 

・コア利用者であるシニア層はもちろん、昨年度統計で利用の減少が目立った子ども（０～１４歳）も含めた利用

促進を目的として、以下の目標に取り組みます。 

1.幅広い年齢層の利用を促すため、区内の施設や学校園等との新たな連携取り組みを実施します。→【 育む

力 ・ 学ぶ力 】 

2.サービスの認知度の向上と、非来館型サービスの拡充のため、図書館 HPや Twitter での情報発信を強化し

ます。前年度と比べ、情報発信を 20件以上増やします。→【 育む力 ・ 学ぶ力 ・ 創る力 】 

3.非来館型サービスの拡充のため、web予約や電子図書館の利用促進を図ります→【 学ぶ力 】 

 

【目標に向けた具体的取組み内容】  

１．図書館事業や行事の広報などにおいて、連携先の新規開拓や異なるアプローチを図る 

サービスの具体的方向性 ①市民の読書環境の充実にさらに努めます。 

目的 今まで図書館やそのサービスについて知らなかった人の図書館利用を促進する 

内容 
特定の年齢層など、対象に合わせた効果的な広報を実施する。 

美原こども館との情報交換など、新たに区内施設・機関の連携を図る。 

効果 来館者・利用者の増加 

指標 来館者数・貸出冊数の対前年度比増加 
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実施結果 

・今まで交流がなかった美原こども館４館に、館内や区役所で配布している毎月のイベントカレンダ

ーや、子育て世代向けの PR ちらしの配架依頼をおこなった。 

・市内の 10代が作成したおすすめ本の POP を募集し投票をおこなう「POPふぇすてぃばる」では、

図書館ホームページでの特設ページの設置による発信のほか、募集や作品公開、投票、結果発

表など随時 Twitter で情報を発信した。 

・区役所別館で活動している適応指導教室ユーアイルームに、美原図書館ティーンズエリアの情

報誌「fromティーンズエリア」や堺市立図書館作成の中学生向けブックリスト「ページをめくれば」

の配架依頼をおこなった。 

・美原図書館に新しく入った資料から市職員の仕事に役立つ本のリストを作成し、区役所管理職

が出席する連絡会議の連絡網を利用して情報提供をおこなった。 

・当館が重点的に収集している農業関係資料について、利用促進のための PR ちらしを作成し、区

内の JA３店舗に配架依頼をおこなった。 

効果検証 

①妥当性 ○ 
全市的に図書館利用が減少している中で、身近な課題解決の場として

の存在をアピールすることは重要である。 

②インパクト 〇 
図書館外のさまざまな場で図書館の情報に触れることができるよう、連

携先の開拓に努めた。 

③効率性 ◎ 

広報や青少年サービスの担当者が HP作成や Twitter文案作成などの

作業に慣れ、スムーズに情報発信ができるようになった。 

連携先への配架依頼は、その殆どが既存の配布物を活用するため、非

常に効率性が高い。新規に作成したものも、今後必要な個所だけを更新

しながら継続的な利用が可能である。 

④協働の視点 ―  

評価 

令和 2年度・3年度ともに臨時休館期間があったこと、今年度途中であることを踏まえ、利用統計

を一日平均数値で比較した。 

 令和元年度 令和 2年度 （対前年度比） 令和 3年度 （対前年度比） 

来館者数 470.4 337.5 71.7% 367.0 108.7% 

貸出者数 221.4 195.2 88.2% 203.8 104.4% 

貸出点数 991.5 900.9 90.9% 961.8 106.8% 

と、いずれも増加している。 

昨年度利用の減少が目立った子ども（0～14歳）においても、 

 令和元年度 令和 2年度 （対前年度比） 令和 3年度 （対前年度比） 

貸出者数 32.3 24.1 74.6% 27.1 112.4% 

貸出点数 195.2 165.1 84.6% 184.9 112.0% 

とわずかではあるが増加傾向にある。 

また、ティーンズエリアのターゲットである 10代（10歳～19歳）では 

 令和元年度 令和 2年度 （対前年度比） 令和 3年度 （対前年度比） 

貸出者数 18.9 14.5 76.4% 17.3 119.4% 

貸出点数 103.6 85.2 82.3% 103.2 121.0% 

と一昨年度と同程度まで回復している。 
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今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

SNS などツールの流行の移り変わりが激しいティーンズへの情報発信は、何が効果的な

のか見極めが難しい側面があるが、Web・紙の両媒体を活用して図書館の情報に触れ

る機会を充実させる。 

連携を始めたばかりの取組もあり、結果が出るのはまだ先になると思われるため、引き続

き取組を続けながら新たな連携先・連携方法も探していく。 

２．図書館 HPや Twitterでの情報発信を強化する 

サービスの具体的方向性 ②くらしに身近なテーマを図書館で調べる・相談できるようにします。 

目的 サービスの認知度の向上と、非来館型サービスの拡充 

内容 事業や行事の告知に加え、ブックフェア関連ブックリストや、行事報告をWeb上で公開する 

効果 来館者の増加、効率的・効果的な図書館サービスの情報提供 

指標 
図書館 HPや Twitterの掲載数 

来館者数、発信した情報や行事に関する問合せ数 

実施結果 

・図書館行事再開時、前日または当日に Twitter で情報発信をした。その後も、毎月の行事予定

を HPで公開している。 

・SDG’sブックフェアを１月１テーマで毎月実施し、テーマの解説を兼ねて作成したブックリストを図

書館 HPでも公開している。 

・SDG’sブックフェア以外のブッックフェアも展示替えのたびに Twitterで写真を掲載。 

・地域の歴史理解を深めるために作成した冊子「黒姫山古墳のひみつ」「河内鋳物師のひみつ」

「伊東静雄さんを知る」を館内で配布するとともに図書館 HPでも公開。 

・上記の取組みも含め、今年度の HPへの掲載件数 20件、Twitterの掲載件数 36件と、昨年

度の HP7件、Twitter12件から大きく増加させた。 

・POPふぇすてぃばるにおいて、図書館 HPに特設ページを作成し、POPの応募や投票をメールで

も受付けた。応募作品やおすすめ本リストを HPで公開した。 

・図書館まつりやリサイクルフェア等、美原図書館独自の行事についても事前申込み制としたた

め、Twitter で情報発信をおこない、普段美原図書館を利用しない人にも情報が届くようにした。 

 

効果検証 

①妥当性 ◎ 

非来館型サービスはコロナ禍の図書館において不可欠のサービスであ

る。また、来館者以外にもサービスをアピールすることにより直接の利用

促進にもつながる。 

②インパクト 〇 
POP フェスティバルは募集、投票、発表の前後に繰り返し Twitter で告

知し、当該 HPへの誘導をした。 

③効率性 ◎ 

来館しなくても情報を得たりサービスを受けたりすることができることは利

用者の効率性向上につながる。また図書館も効率的に幅広い対象に向

けて広報ができる。 

④協働の視点 ―  
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評価 

POPふぇすてぃばるの応募件数 231点中 54点、投票 109件中 43件がメールによる受付。例

年学校でとりまとめて応募していた高校が休校中で期限までに提出できず、急遽生徒の POPを各

自で撮影して図書館にメール送信してもらった。メールで応募というシステムがあったことにより不

測の事態に対応できた。 

リサイクルフェアの参加者 125人のうち 47人が美原区外在住だった。リサイクルフェアの広報は

区広報のみであったため、Webでの情報発信に一定の効果があったと思われる。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

毎月のブックフェアの情報発信など、Twitter の原稿作成は各職員が慣れてルーティン

ワークとしてできるようになってきたが、HP の作成はできる職員が限られているのが現状

である。図書館 HPのリニューアルを機に、今より多くの職員が作成できるようにしたい。 

図書館まつりやリサイクルフェア等では感染対策に注力したこともあり、参加者に「何を見

て来たのか」を聞く機会がなかった。シールを貼ってもらうなど、双方に負担の少ない方

法で広報の有効性を調査する機会を作る必要がある。 

３．Web予約や電子図書館の利用促進 

サービスの具体的方向性 
⑥青少年、高齢者、障害者、外国人など、いつでも・だれでも・どこからでも学べ

る環境を充実します。 

目的 アクセス環境はあるが利用していない層(主にシニア)に向け、利用方法を知ってもらう 

内容 少人数対象の利用講座の開催と館内での資料の配布（併用） 

効果 Web予約や電子図書館の利用拡大、コロナ禍で外出を控えている利用者の利便性向上 

指標 
（講座実施の場合）参加人数 

Web予約件数、電子図書館利用件数 

実施結果 

・緊急事態宣言発出による臨時休館中、電子図書館の利用促進のために中央図書館で作成した

冊子「つかってみよう電子書籍」を図書館シャッターに設置した。現在も図書館事業のチラシコー

ナーに設置している。 

・インターネット予約利用法の冊子「やってみようWeb予約」を作成、同様に設置をはじめた。 

効果検証 

①妥当性 ○ 
サービスを知らない、使ったことのない層に身近なものとしてもらい、利用

を広げることは重要である。 

②インパクト 〇 

来館してすぐに見える場所、返却カウンターの隣に他の事業チラシととも

に設置した。Web媒体より活字資料という層に馴染みやすい図解入りの

冊子にしている。 

③効率性 ◎ 

利用者自身で予約できることにより、職員を介する必要がなくなり、双方

にとって効率化が見込まれる。 

冊子は一度作ると内容を更新しながら利用が可能であり、講座のテキス

トも兼用することができる。 

利用者登録時に仮パスワードを作成した人に渡すことで、カウンターでの

詳細な説明も省くことができる。 

④協働の視点 × 
将来的に講座を実施する際には、サポート役としてボランティアの協力も

得たい 
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取組みの様子 

１． 図書館事業や行事の広報などにおいて、         ２．図書館 HPや Twitterでの情報発信を連携

連携先の新規開拓や異なるアプローチを図る        強化する 

 

 

 

 

 

 

 

 

         〈連携先に配布したチラシ〉                  〈ベスト POP発表の HP〉 

 

３．Web予約や電子図書館の利用促進             ＊ティーンズエリアの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈電子書籍・Web予約利用冊子〉              〈ティーンズエリアのブックフェア〉 
 

評価 

「つかってみよう電子書籍」は休館中用意した 50部がほとんどなくなった。開館後も 20部ほどが

持ち帰られているが、市全体の電子図書館の利用は昨年 4～12月 60,504回に比して今年は

44,307回と減少している。緊急事態宣言発出に伴う臨時休館の期間が少なかった等の理由が

考えられる。 

「やってみようWeb予約」は設置を始めたばかりであり、まだ効果が出る段階ではないが、新規登

録の際の説明や、カウンターで図書館 HPの利用法について聞かれた際にも活用しており、渡した

利用者には喜ばれている。 

今後の方向性 拡充  ／  継続  ／  見直し 

課題、改善提案等 

中高年の利用者もスマートフォンを持っていることが多く、電子図書館やインターネット予

約の潜在的利用者と考えられる。また、文字の拡大や音声読み上げ機能もある電子書

籍は利用方法を知れば高齢者が便利に使えるツールである。こういった利点を鑑み、配

布している冊子をテキストにした少人数の講座を予定していたが、感染拡大のため実施

できていない。今後開催が可能になった場合に備え、どの職員でも講師ができるよう講

座の進め方をマニュアル化して準備しておく。 
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令和３年度の取組み総括 

１． 館内の環境整備として、書架配列や見出し、表示の見直しをおこないました。 

一般書…単行本と文庫本が別のところにあった全集コーナーを統合し見出しや別置案内を付けたところ、

利用が増加しています。そのほかコーナーの見直しや並びが途切れていた個所の適正化を図りました。 

児童書…十進分類から探しやすくするため書架の上に見出しを設置したほか、ちしきえほんをより利用者ニ

ーズに合わせたものにする見直しを進めています。 

ティーンズエリア…10代に「読んでほしい資料」と「人気のある資料」のバランスを考慮した書架づくりを意識

し、ティーンズを取り巻く人権問題を広く扱った「じんけんエリア」や部活動にも役立つ「スポーツコーナー」を

新たに設置し、ブックフェアも始めました。 

２． 設備面での環境整備にも注力し、新型コロナウイルス感染症対策のための座席の配置変更や掲示物更新

をはじめ、図書館からのお知らせボードやカウンターの荷物置台なども設置しました。 

３． 農業人口の多い地域特性に合わせ、農業や園芸の少し専門的な資料を意識的に収集しています。またシ

ニア層の利便性を考慮して、昭和のスタンダードな文芸作品（三浦綾子、山本周五郎、遠藤周作など）を、活

字が大きく軽い本に更新しました。 

４． 昨年度実施の町立図書館時代の状態の良い書庫資料の活用は、通常のブックフェアに混ぜるのではなく

「お蔵出しブックフェア」と題したミニブックフェアや物故作家の追悼フェアで実施しました。書庫資料のみのブッ

クフェアは 7回、書庫資料を中心とした追悼フェアは 12回実施、40～50％ほどが貸出されました。 

 

 


